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元気さとやま応援プロジェクトの実施状況について 

 

１ 要旨・目的 

 中山間地域に暮らす人々が将来に向けて地域の元気さを実感できる環境を創出するため、

令和４年度に引き続き取り組んでいる、このプロジェクトの進捗状況などについて報告す

る。 

 

２ 現状・背景 

○ このプロジェクトは、人口減少・高齢化が進む中山間地域において、地域づくりに取

り組む人材のプラットフォーム『ひろしま里山・チーム５００』（以下「チーム５００」

という。）の登録者が、地域を巻き込み、地域と協働して行う新たな活動の立ち上げに必

要な経費に対する支援を行うものである。 

○ これまでの間、関係市町と連携し、職員が直接現地に出向いての出張相談会等を通じ

て、取組の掘り起こしを行うとともに、地域に効果をもたらす活動となるよう、その取

組内容に対する助言などに努めている。 

 

３ プロジェクトの概要 

(1) 対象者：チーム５００の登録者 （令和５年８月末現在登録者数 641名） 

 

(2) 事業内容（実施内容）                              

○ 地域住民との接点の拡大を図るコミュニティ支援活動や、仕事づくりを通じた地域

との新たなつながりを生み出す活動など、地域に密着した新たな活動の立ち上げに必

要な経費を支援 （補助率 ～補助対象経費の 2/3（補助上限額 1,000千円）） 

 

○ 交付決定件数等（８月末現在） 

 ・交付決定件数：29件 

 ・交付決定済額：25,675千円 

 

 (3) スケジュール 

令和５年 12月末まで、毎月末締めで申請を受け付け、翌月中に交付決定 

 

 (4) 予算（単県）  

 53,029千円   
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 (5) 支援取組 

  ○ 地域住民の方々を巻き込みながら、地域に根差した課題の解決につながる取組等が

実施されている。 

分野 件数 

地域住民同士の交流の拡大を図るコミュニティ支援活動 12 

仕事づくりを通じた地域との新たなつながりを生み出す活動 17 

 

○ 具体的には、次のような事例が取り組まれているところであり、事業の効果につい

ては、本年度の取組終了時において支援対象者により効果測定を行い、報告を求める

とともに、概ね３年間は活動状況を把握する。 

取組テーマ 取組課題 取組内容等 

地域の交流を促進

する拠点づくり 

（廿日市市） 

○ 地域住民のコミュニティ活動

及び交流の場づくり 

○ 空き家の活用促進 

○ 地域住民の健康増進 など 

○ 地域住民の交流の場として

開放するため、空き家のリノ

ベーションを実施 

○ 地域住民が健康について相

談できる「さとやま保健室」

の設置 

プログラミングの

学習機会の創出 

（江田島市） 

○ 都市部と中山間地域の学習機

会の格差の解消 

○ 子供を対象としたプログラ

ミングの出前授業・体験イベ

ントを実施するための機材の

整備 

林業の担い手づく

り 

（北広島町） 

○ 人手不足となっている林業の

担い手の育成 

○ 安全な林業作業の知識・技術

の周知 

○ 林業の資格講習・安全講習

の拠点とするため、地域住民

と協働して空き家の改修を実

施 

   

  ○ 令和４年度に支援した主な取組 

    別紙のとおり 

 

 (6) 事業効果等 

     引き続き、チーム５００登録者の自主性を基本としつつ、地域により大きな効果を

もたらす取組の展開につながっていくよう、市町と密接な連携の下、適切な助言など

に努めていく。 

 

４ その他（関連情報） 

  https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/semi-mt/genki-satoyama.html 

  （県ＨＰ：元気さとやま応援プロジェクトの紹介ページ） 

 

  

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/semi-mt/genki-satoyama.html
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（別紙） 

 

令和４年度に支援した主な取組 

 

取組テーマ 内容 地域の反応、新たな動き 

地域住民や

技能実習生

の交流促進 

○ 交流を図る場として歴史的建造物を地

域住民と共に改修し、交流促進を担う人

材育成を図る。 

○ 地域住民は、改修作業や交流促進の企

画等にスタッフとして参画する。 

○ 地域の高齢者からは、若い世代の人

達と触れ合う機会が多くなり、世代間

交流が励みになり嬉しいとの意見が

出ている。 

○ 改修した建物を拠点にした、都市部

の大学と地域住民の連携事業の企画

が立ち上がった。 

地域の共同

加工や交流

の促進 

○ 共同加工施設を整備し、特産品商品開

発や料理教室の実施や、お試し飲食店と

して活用する。 

○ 地域住民は、改修作業の補助や改修後

の行事に参画する。 

○ 共同加工施設で作られた焼菓子や

ランチを楽しみに、地域住民が商店街

に出向き、交流が生まれている。 

○ 廃棄野菜を使った加工品開発など、

地域の未利用資源の活用につながっ

ている。 

地域の納涼

盆踊りの継

承 

○ 納涼盆踊りの映像収録と楽譜起こしを

行う。 

○ 地域住民は、踊り手等として出演協力

し、作成した資料を使って継承していく。 

○ 映像化の取組が地元ケーブルテレ

ビで紹介され、地域の方から感謝の言

葉が寄せられた。 

○ 地元の中学生が映像を活用して地

域行事で盆踊りを披露するなど、次の

世代へ盆踊りが継承されている。 

地域住民の

集いの場づ

くり 

○ 古民家を改修し、地域住民が集まれる

場所づくりに取り組む。 

○ 地域住民は、子供向けの図書やおもち

ゃの提供等で協力する。 

○ イベント開催時に限らず、地域内外

の方が気軽に立ち寄って交流できる

場となっている。 

○ 取組に共感した地元の女性達が女

性サークルを立ち上げて活動を始め、

地域を盛り上げる活動の輪が広がっ

ている。 

地域外から

人を呼び込

む拠点づく

り 

○ 倉庫を改装して展示会・マルシェが開

催できる場所とし、アーティストや生産

者の活躍の場や観光客を呼び込む場を作

る。 

○ 地域住民や地元の高校生が協働して、

マルシェや展示会を行っていく。 

○ 開催したイベントでは、島内外から

500 名以上が来場し、地域に賑わいが

生まれている。 

○ 地域内外のアーティスト・生産者か

ら新たな展示企画やイベント開催の

要望が出ている。 


